
令 和 ６ 年 度 新 規 ・ 重 点 事 業 説 明 資 料

（農政水産部）

（みやざき農水産業グリーン化推進事業） 新規・改善・既定

事業名 持続可能なみやざきグリーン農業構築事業 課名 農業普及

国庫・県単 技術課

１ 事業の目的・背景

環境にやさしい持続可能な農業を構築するため、減化学肥料・減化学農薬及び

高品質・高収益に繋がる宮崎方式ＩＣＭ技術を拡充するとともに、温室効果ガス削

減技術等の普及に向けた実証や、農薬の効果的で適正な使用を推進する。

また、県の有機農業推進方針に基づき、有機農業への取組を支援し、技術指導者

の育成など有機農業拡大に向けた推進体制を整備する。

２ 事業の概要

（１）予 算 額 ６６，４０４千円

（２）財 源 国庫：５７，７４８千円 その他特定：８，６５６千円

（３）事業期間 令和４年度～令和６年度

（４）事業主体 市町村、協議会、植物防疫協会、

冷凍野菜加工事業者連携推進協議会等、県

（５）事業内容

① みやざきグリーン農業技術実証事業 １１，９９１千円

環境にやさしい農業の展開に向け、宮崎方式ＩＣＭ指標の拡充並びに減化学

肥料・減化学農薬、温室効果ガス削減等の技術実証の支援

② みやざきグリーン農業技術現場実装加速化事業 １７，９５０千円

環境にやさしい農業の実践に向け、宮崎方式ＩＣＭ技術や温室効果ガス削減

技術の指導体制の整備、農薬の効果的で適正な使用に向けた取組の支援

③ みやざきグリーン農業ステップアップ支援事業 ３６，４６３千円

有機農業の取組拡大に向け、有機農業を推進する市町村の取組の支援及び技

術指導者の育成、推進体制の整備

３ 事業効果

《有機JAS認証面積 令和元年 335ha → 令和７年 523ha （うち茶174ha）》

減化学肥料・減化学農薬や温室効果ガス削減等の技術の普及や有機農業の取組拡

大により、環境にやさしい農業が展開し、安心・安全な農業・農村の実現に繋が

る。


